                                                          
	第４章　仕訳と転記
	         学年　　　　組　　　　番
	

	
	名
前
	
	



類１　

	　　次の取引を分解し，仕訳の手順１～３にしたがって，仕訳を行いなさい。
　　取　引　４月26日に銀行から現金￥800,000を借り入れた。
	



◆手順１　（　　　　　　）の増加￥800,000　⇔　（　　　　　　）の増加￥800,000
◆手順２　借方の要素の勘定科目（　　　　　）と金額（￥　　　　　）を借方側に記入する。
◆手順３　貸方の要素の勘定科目（　　　　　）と金額（￥　　　　　）を貸方側に記入する。
　以上の手順にしたがって仕訳を行うと次のとおりである。

	4/26
	（借）
	
	（貸）
	




類２　

	　　次の取引の仕訳を示し，勘定口座に転記しなさい。
　１月１日　現金￥1,000,000を出資して開業した。
　　　５日　商品￥150,000を仕入れ，代金は現金で支払った。
　　　８日　商品￥250,000を仕入れ，代金は掛けとした。
　　　13日　原価￥200,000の商品を￥300,000で売り渡し，代金は現金で受け取った。
　　　24日　本月分の給料￥100,000を現金で支払った。
　　　25日　買掛金のうち￥200,000を現金で支払った。
	





	1/1
	（借）
	
	（貸）
	

	 5
	（借）
	
	（貸）
	

	 8
	（借）
	
	（貸）
	

	13
	（借）
	
	（貸）
	

	 24
	（借）
	
	（貸）
	

	25
	（借）
	
	（貸）
	



                   現　　　　　金                                       　   商　　　　　品
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	



                   買　　掛　　金                                          　資　　本　　金
	
	
	
	
	



               　  商 品 売 買 益                                          　 給　　　　　料
	
	
	
	
	







